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● 主 な 内 容 会 期 日 程

きたもと議会だより

こんにちは

議会です！

２月22日(金)本会議（開会）
２月25日(月)議案調査日
２月26日(火)議案調査日
２月27日(水)議案調査日
２月29日(金)本会議（総括質疑）
３月３日(月)本会議（委員会付託）
３月４日(火)委員会（保福・まち）
３月５日(水)委員会（総務文教）
３月６日(木)委員会（保福・まち）
３月７日(金)委員会（総務文教）
３月11日(火)本会議（一般質問）
３月12日(水)本会議（一般質問）
３月13日(木)本会議（一般質問）
３月17日(月)本会議（一般質問）
３月19日(水)本会議（閉会）

北本市健康増進センター
老人福祉センターおよび屋内・屋外ゲートボール場があり、市内に居住する高齢者に対して、健康の

増進、教養の向上、生涯スポーツおよびレクリエーションのための場所を提供し、健康で明るい生活

を過ごしていただくことを目的とした施設です。また、毎月偶数日に巡回バスが運行されています。

詳しくは健康増進センター（電話５９１－８２５１）までお問い合わせください。

公共施設めぐりシリーズ③



　
今
定
例
会
で
審
議
さ
れ
た
市
長

提
出
議
案
の
う
ち
、
質
疑
が
な
さ

れ
た
議
案
に
つ
い
て
、
そ
の
主
な

も
の
を
掲
載
し
ま
す
。

議
案
第
１
号
　
平
成
20
年
度
北
本

市
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

「
総
括
質
疑
よ
り
」

Ｑ
、
前
年
度
比
0.5
％
増
の
予
算
評

価
に
つ
い
て

Ａ
、
平
成

20

年
度
予
算
編
成
に

お
い
て
、
平
成
19

年
８
月
の
国

の
予
算
概
算
要
求
の
段
階
で
は
、

普
通
交
付
税
の
出
口
ベ
ー
ス
で

の
交
付
額
は
減
額
と
の
情
報
も

あ
り
、
一
方
で
新
た
に
創
設
さ

れ
る
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
や

増
加
傾
向
に
あ
る
扶
助
費
や
医

療
費
等
の
福
祉
関
係
経
費
へ
の

対
応
、
財
政
調
整
基
金
の
残
高

も
前
年
度
よ
り
少
な
い
状
況
に

あ
り
、
厳
し
い
予
算
編
成
に
な

る
も
の
と
考
え
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
厳
し
い

姿
勢
で
予
算
査
定
に
臨
み
、
緊
急

性
や
必
要
性
の
高
い
事
業
に
つ
い

て
は
、
事
業
費
を
確
保
す
る
よ
う

に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
予
算
査
定
を
行
う
中
で
、
国
に

お
い
て
地
方
再
生
対
策
費
が
新
た

に
設
け
ら
れ
、
普
通
交
付
税
を
前

年
度
並
み
に
見
込
む
こ
と
が
で
き
、

ま
た
、
財
政
調
整
基
金
の
残
高
も
、

昨
年
12
月
の
補
正
予
算
成
立
後
に

は
６
億
５
，
０
０
０
万
円
を
超
え

る
額
が
確
保
で
き
る
見
込
み
と
な

り
ま
し
た
。
普
通
建
設
事
業
で
は
、

国
や
県
か
ら
の
補
助
金
等
を
確
保
し
、

将
来
負
担
を
増
や
さ
な
い
範
囲
で

地
方
債
を
で
き
る
限
り
活
用
し
、

財
源
の
確
保
に
努
め
ま
し
た
。
こ

う
し
た
こ
と
に
よ
り
、
最
終
的
に

一
般
会
計
の
総
額
と
し
て
１
６
２

億
５
，
０
０
０
万
円
、
前
年
度
比

で
７
，
７
７
０
万
円
、
0.5
％
の
増

額
予
算
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

Ｑ
、
道
路
特
定
財
源
が
租
税
特
別

措
置
法
に
よ
る
期
限
切
れ
で
予
想

さ
れ
る
北
本
市
へ
の
影
響
に
つ
い

てＡ
、
こ
の
暫
定
税
率
は
、
本
国
会

の
最
大
の
争
点
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

時
事
通
信
社
が
全
国
の
知
事
を
対

象
に
行
っ
た
暫
定
税
率
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、
す

べ
て
の
知
事
が
暫
定
税
率
を
維
持

す
べ
き
と
の
回
答
で
一
致
し
た
と

さ
れ
、
埼
玉
県
で
も
、
道
路
交
通

の
現
状
か
ら
道
路
整
備
は
不
可
欠

で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
財
源
が
減

少
す
る
と
、
維
持
管
理
を
除
く
新

設
等
の
事
業
費
が
６
割
減
に
な
る

な
ど
、
県
民
生
活
に
多
大
な
影
響

を
及
ぼ
す
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
報
道
に
よ
る
と
、
全

都
道
府
県
の
平
成
20
年
度
の
一
般

会
計
当
初
予
算
は
、
暫
定
税
率
の

維
持
を
前
提
に
編
成
さ
れ
て
お
り
、

暫
定
税
率
は
平
成
19
年
度
末
で
廃

止
さ
れ
、
本
則
税
率
に
戻
っ
た
場
合
、

都
道
府
県
の
減
収
総
額
は
少
な
く

と
も
６
，
４
３
０
億
円
に
上
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
暫
定
税
率
が
廃

止
さ
れ
た
場
合
の
本
市
へ
の
影
響

額
を
平
成
18
年
度
決
算
額
を
も
と

に
試
算
し
た
と
こ
ろ
、
地
方
道
路

譲
与
税
に
つ
い
て
は
約
８
０
０
万
円
、

自
動
車
重
量
譲
与
税
に
つ
い
て
は

約
８
，
８
０
０
万
円
、
自
動
取
得

税
交
付
金
は
約
６
，
６
０
０
万
円

と
な
り
、
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
１
億

６
，
２
０
０
万
円
の
減
収
と
な
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
対
す
る
何
ら

か
の
代
替
案
が
示
さ
れ
な
い
場
合

に
は
、
福
祉
や
教
育
な
ど
他
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
へ
の
影
響
や
財
政
健

全
化
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
今
後
も
国

の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
市
税
等

の
自
主
財
源
の
確
保
に
一
層
努
力

す
る
と
と
も
に
、
事
務
事
業
の
整
理
、

合
理
化
等
を
推
進
し
、
健
全
な
財

政
運
営
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

３月定例会３月定例会

平
成
20
年
度

　
一

般

会

計
予
算
を
原
案
可
決

　
８
特
別
会
計
予
算
を
原
案
可
決

一
般
会
計
予
算
は
１
６
２
億
で
ス
タ
ー
ト
（
前
年
度
比
0.5
％
の
増
）

きたもと議会だより (２)

　
２
月
22
日
か
ら
３
月
19
日
ま
で
の
27
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
た
今
定
例
会
で
は
、

市
長
提
出
議
案
34
件
、
議
員
提
出
議
案
６
件
、
請
願
１
件
を
慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
。

　
特
に
、
「
議
案
第
11
号
」
北
本
市
防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
は
、
所
管
す
る
ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。
委
員
会
で
の
審

査
の
結
果
は
挙
手
全
員
で
可
決
と
な
り
、
最
終
日
の
本
会
議
に
お
い
て
も
挙
手
全
員

に
よ
り
原
案
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
そ
の
他
の
議
案
の
審
議
結
果
は
、
８
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
　
紹
　
介
　
】　

　
本
会
議
に
お
い
て
同
意
さ
れ

ま
し
た
埼
玉
県
央
広
域
公
平
委

員
会
委
員
及
び
人
権
擁
護
委
員

候
補
者
の
方
を
紹
介
し
ま
す
。

○
埼
玉
県
央
広
域
公
平
委
員
会
委
員

住
所
　
鴻
巣
市
宮
地
４
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
１
２
番
２
号

　
　
　
　
な
が
し
ま
　
と
し
お

氏
名
　
長

島

敏

雄

氏

○
人
権
擁
護
委
員
候
補
者

住
所
　
北
本
市
石
戸
６
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
２
５
１
番
地

　
　
　
　
す
　
わ
　
き
み
こ

氏
名
　
諏

訪

公

子

氏

住
所
　
北
本
市
朝
日
４
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
２
３
８
番
地

　
　
　
　
や
な
い
　
え
つ
こ

氏
名
　
栁

井

悦

子

氏



※
質
問
通
告
順
に
掲
載

�
住
武
雄
（
緑
風
政
策
）

・
南
部
地
区
整
備

・
南
大
通
線(

県
道
３
１
２
号
線)

　
の
延
伸

・
子
育
て
に
つ
い
て

他
２
件

加
藤
勝
明
（
平
成
会
）

・
救
急
医
療

・
公
園
管
理

・
消
防
署
の
移
転

他
２
件

現
王
園
孝
昭
（
緑
風
政
策
）

・
北
本
市
の
都
市
再
整
備
計
画

・
企
業
誘
致
の
進
捗
状
況
と
事
業

　
費
、
課
題

・
北
本
市
の
今
後
の
財
政
運
営
に

　
当
た
っ
て
の
基
本
的
な
考
え
方

他
１
件

高
橋
節
子
（
緑
風
政
策
）

・
食
の
安
全
が
脅
か
さ
れ
て
い
る

　
が
、
有
機
農
業
推
進
法
の
推
進

　
と
取
組
み

・
レ
ジ
袋
削
減
の
方
策
と
廃
棄
物

　
対
策

・
保
育
の
充
実

他
１
件

市政に対する一般質問市政に対する一般質問
　一般質問とは、議案と関係なく市の行政事務の

状況や将来に対する方針などをただすもので、定

例会に限って行われます。

　質問を希望する議員は、あらかじめ質問事項を

通告し、執行部の答弁を求めます。

　今定例会では、16人の議員から67件136項目に

ついて質問がありました。

　その中から主なものの答弁を掲載しました。

３
月

定

例

会

３
月

定

例

会

３
月

定

例

会

３
月

定

例

会

一

般

質

問

一

般

質

問

一

般

質

問

一

般

質

問

振
り
込
め
詐
欺

　
新
駅
並
び
に
圏
央
道
整
備
は
、

本
市
に
お
い
て
重
要
な
課
題
で

す
。
　
蓋
か
け
の
費
用
と
そ
れ
に
関

連
す
る
国
と
の
協
議
に
つ
い
て

は
平
成
13
年
８
月
、
圏
央
道
掘

割
区
間
上
部
有
効
利
用
検
討
協

議
会
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
中
で

桶
川
市
も
含
め
た
費
用
負
担
等

が
協
議
さ
れ
て
き
た
経
緯
が
あ

り
、
ま
た
事
業
者
で
あ
る
大
宮

国
道
事
務
所
と
し
て
は
、
現
地

状
況
に
応
じ
た
設
計
に
基
づ
き

費
用
負
担
を
検
討
し
て
い
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。

　
圏
央
道
の
上
部
利
用
に
か
か

る
蓋
か
け
に
つ
い
て
は
、
新
駅

整
備
も
含
め
た
周
辺
整
備
を
視

野
に
入
れ
て
検
討
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
今
後
も
大
宮
国

道
事
務
所
と
の
協
議
を
さ
ら
に

深
め
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
た
び
の
振
り
込
め
詐
欺

事
件
は
、
従
来
の
オ
レ
オ
レ
詐

欺
の
場
合
と
異
な
り
市
職
員
を

名
乗
り
、
医
療
費
等
の
還
付
金

が
あ
る
と
無
作
為
の
電
話
に
よ

る
詐
欺
事
件
と
し
て
発
生
し
た

も
の
で
す
。

　
平
成
20
年
１
月
22
日
か
ら
31

日
ま
で
14
人
の
方
が
被
害
に
遭

わ
れ
被
害
総
額
は
１
４
２
２
万

円
で
し
た
。
ま
た
、
２
月
26
日

に
１
人
の
方
が
97
万
円
の
被
害

に
遭
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
１
月
22
日
に
、
市
民
か
ら
の

問
い
合
わ
せ
に
よ
り
、
事
件
発

生
を
認
知
し
、
庁
内
関
係
各
課

に
よ
る
対
策
協
議
を
行
い
、
防

犯
メ
ー
ル
の
配
信
、
広
報
紙
へ

の
掲
載
、
広
報
車
や
防
災
無
線

に
よ
る
呼
び
か
け
、
さ
ら
に
は

警
察
官
に
よ
る
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
の
警

戒
等
、
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
ー
、
鴻
巣
警
察

署
と
の
連
携
を
図
る
な
ど
対
応

に
努
め
ま
し
た
。

　
今
後
、
振
り
込
め
詐
欺
被
害

者
根
絶
に
向
け
て
、
警
察
や
金

融
機
関
等
関
係
機
関
と
の
一
層

の
連
携
を
図
り
、
市
民
の
皆
様

が
、
こ
れ
以
上
被
害
に
遭
わ
な

い
よ
う
啓
発
活
動
等
に
よ
る
周

知
に
努
め
、
安
心
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

圏

央

道

圏央道蓋かけが検討されている周辺地域

(３) きたもと議会だより



金
子
眞
理
子
（
緑
風
政
策
）

・
高
齢
者
福
祉
計
画

・
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
義
務
化

・
協
働
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

　
育
成

他
１
件

工
藤
日
出
夫
（
緑
風
政
策
）

・
高
齢
者
世
帯
と
在
宅
介
護
の
実

　
態
、
今
後
の
展
望

・
市
職
員
を
名
乗
る
「
振
り
込
め

　
詐
欺
」
へ
の
対
応
と
住
民
生
活

　
の
安
全
・
安
心
に
向
け
た
危
機

　
管
理
の
あ
り
方

・
行
政
財
産
の
使
用
契
約

伊
藤
堅
治
（
平
成
会
）

・
圏
央
道
桶
川
Ｊ
Ｃ
暫
定
Ｉ
Ｃ
開

　
通
に
伴
う
名
称
及
び
交
通
安
全

　
対
策
の
取
組
み

・
景
観
作
物
の
推
進

・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
他
２
件

中
村
洋
子
（
共
産
党
）

・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
北
本

　
団
地
内
に

・
障
害
者
自
立
支
援
法
の
実
施
か

　
ら
２
年
が
経
過
し
見
え
て
き
た

　
も
の

・
平
和
啓
発
事
業
の
充
実
他
３
件

三
宮
幸
雄
（
緑
風
政
策
）

・
教
育
基
本
条
例
（
子
ど
も
の
権

　
利
条
約
含
）
の
制
定

・
北
本
初
の
泥
炭
層
遺
跡
（
縄
文

　
中
期
の
デ
ー
ノ
タ
メ
遺
跡
）

・
江
戸
幕
府
公
認
（
元
禄
３
年
）

　
旧
高
尾
河
岸
関
係
史
跡
・
史
料

　
の
文
化
財
価
値

他
１
件

　
裁
判
員
制
度
は
、
司
法
に
対

す
る
国
民
の
理
解
の
増
進
と
信

頼
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
国
民
の
皆
様
に
刑
事
裁
判
に

参
加
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
、「
裁

判
員
の
参
加
す
る
刑
事
裁
判
に

関
す
る
法
律
」
が
平
成

16

年

５
月
21

日
成
立
し
、
平
成
21

年
５
月
27

日
ま
で
の
政
令
で

定
め
る
日
か
ら
実
施
さ
れ
る
予

定
で
す
。

　
「
裁
判
員
」
は
、
年
度
ご
と

に
市
町
村
の
衆
議
院
議
員
の
選

挙
権
を
有
す
る
者
の
中
か
ら
「
く

じ
」
で
選
ば
れ
た
「
裁
判
員
候

補
者
予
定
者
名
簿
」
を
元
に
、

今
年
の
秋
に
は
地
方
裁
判
所
に

お
い
て
平
成
21

年
度
の
「
裁

判
員
候
補
者
名
簿
」
が
作
成
さ

れ
、
年
末
ま
で
に
は
候
補
者
名

簿
に
記
載
さ
れ
た
方
に
お
知
ら

せ
が
届
く
と
思
わ
れ
ま
す
。
平

成
18
年
度
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、

埼
玉
県
で
は
有
権
者
の
４
７
５

人
に
１
人
が
名
簿
に
登
載
さ
れ

て
い
る
と
試
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
名
簿
の
中
か
ら
さ
ら
に
事

件
ご
と
に
裁
判
員
が
選
任
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
裁
判
員
は
、
原
則
と
し
て
１

事
件
ご
と
に
３
人
の
裁
判
官
と

６
人
の
裁
判
員
に
よ
り
合
議
体

を
構
成
し
、
証
拠
書
類
の
調
べ

や
公
判
に
立
会
い
、
被
告
人
が

有
罪
か
無
罪
か
、
有
罪
の
場
合

は
ど
の
よ
う
な
計
に
す
る
か
を

議
論
し
な
が
ら
合
議
し
、
裁
判

長
が
判
決
を
宣
告
す
る
ま
で
、

そ
の
裁
判
に
関
わ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
「
裁
判
員
制
度
」
の
解
決
や

疑
問
点
な
ど
の
必
要
な
情
報
に

つ
い
て
は
、
広
報
紙
や
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
じ
て
広
く
周

知
・
啓
発
し
て
い
き
ま
す
。

　
デ
ー
ノ
タ
メ
第
四
次
発
掘
調

査
は
こ
れ
ま
で
遺
跡
に
縄
文
時

代
中
期
の
水
辺
空
間
を
確
認
し

て
お
り
、
北
本
で
は
初
の
低
湿

地
遺
跡
の
調
査
と
な
り
ま
す
。

　
そ
の
特
徴
は
、
遺
跡
で
あ
る

当
時
の
生
活
面
が
泥
炭
層
や
粘

土
層
に
無
酸
素
状
態
で
パ
ッ
ク

さ
れ
、
水
漬
け
の
ま
ま
遺
跡
が

埋
も
れ
て
い
る
た
め
、
通
常
で

は
腐
食
し
て
し
ま
う
木
製
品
や

植
物
遺
体
な
ど
有
機
物
の
遺
物

が
遺
存
す
る
と
い
う
点
に
あ
り

ま
す
。
既
に
鮮
や
か
な
漆
を
塗

っ
た
土
器
や
縄
文
人
が
食
し
た

ト
チ
、
ク
ル
ミ
、
さ
ら
に
加
工

痕
の
あ
る
木
片
の
ほ
か
、
ひ
す

い
製
の
玉
な
ど
が
出
土
し
て
い

ま
す
。
特
に
漆
塗
り
の
土
器
に

つ
い
て
は
、
県
内
で
は
最
も
良

好
な
資
料
と
な
る
可
能
性
が
高

く
、
今
後
学
界
か
ら
も
注
目
さ

れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
縄
文
時
代
中
期
の
低
湿
地
遺

跡
の
調
査
は
県
内
で
も
あ
ま
り

事
例
の
無
い
こ
と
か
ら
、
極
め

て
重
要
度
の
高
い
調
査
で
す
。

更
に
考
古
学
的
な
情
報
ば
か
り

で
な
く
、
当
時
の
環
境
の
復
元

を
す
る
た
め
の
多
く
の
情
報
を

含
ん
で
い
る
の
で
、
花
粉
、
植

物
遺
体
、
漆
な
ど
の
分
析
を
研

究
機
関
に
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
実
り
多
い
調
査
と
な
る

よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す

きたもと議会だより (４)

文

化

財

（
泥
炭
層
遺
跡
）

裁
判
員
制
度

デーノタメ遺跡発掘作業風景



岸
　
昭
二
（
公
明
党
）

・
市
内
の
交
通
渋
滞
解
消
と
道
路

　
の
安
全
確
保

・
学
校
給
食
の
地
産
地
消
へ
の
取

　
組
み

・
中
国
製
冷
凍
餃
子
事
件
に
関
す

　
る
市
の
取
組
み

島
野
和
夫
（
公
明
党
）

・
バ
ス
停
留
所
の
整
備

・
小
規
模
農
家
へ
の
支
援

・
北
本
団
地
の
居
住
の
安
定
確
保

他
１
件

串
田
英
夫
（
平
成
会
）

・
西
学
童
保
育
室
老
朽
化
問
題

・
台
原
地
区
に
（
仮
称
）
ま
ち
な

　
か
農
園
を
つ
く
り
、
ブ
ラ
ン
ド

　
化
を
目
指
し
て
は
ど
う
か

・
総
合
公
園
野
球
場
に
身
障
者
対

　
応
の
整
備
等

福
島
忠
夫
（
平
成
会
）

・
小
中
学
校
教
育
に
関
す
る
市
の

　
取
組
み

・
北
本
市
と
し
て
の
環
境
へ
の
取

　
組
み

・
ま
ち
づ
く
り

他
３
件

中
山
敬
弘
（
緑
風
政
策
）

・
「
源
氏
物
語
」
千
年
紀
と
い
わ

れ
る
現
代
性
・
今
日
性
の
基
本

的
考
え

・
蒲
桜
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
よ
る
「
子
ど

も
た
ち
」
の
そ
の
後

・
高
齢
者
福
祉
の
カ
キ
ク
ケ
コ
と

く
に
「
後
見
人
制
度
」
に
関
し
て

他
２
件

都

市

再

生

整

備

計

画

　
都
市
再
生
整
備
計
画
は
、
北

本
駅
周
辺
及
び
西
中
央
通
線
を

基
軸
と
す
る
周
辺
地
域
に
お
い

て
、
地
域
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
活
性
化
、

市
民
や
来
訪
者
の
交
流
の
機
会

や
場
の
充
実
な
ど
を
事
業
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　
計
画
の
範
囲
は
北
本
駅
周
辺

か
ら
西
中
央
通
線
、
ト
ラ
ス
ト

地
や
荒
川
河
川
敷
な
ど
を
含
む

市
の
西
部
地
域
に
わ
た
り
、
主

な
事
業
と
し
て
は
、
北
本
駅
西

口
駅
前
広
場
の
改
修
工
事
、
駅

東
口
自
由
通
路
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
設
置
、
市
役
所
、
文
化
セ
ン

タ
ー
周
辺
に
お
け
る
歩
道
の
整

備
、
西
中
央
通
線
へ
の
休
憩
所

な
ど
の
ス
ポ
ッ
ト
整
備
、
駅
か

ら
荒
川
地
区
等
へ
の
案
内
と
な

る
東
西
軸
回
避
ル
ー
ト
サ
イ
ン

事
業
、
ト
ラ
ス
ト
地
・
髙
尾
さ

く
ら
公
園
・
荒
川
を
始
め
と
す

る
緑
と
文
化
財
な
ど
を
活
用
す

る
た
め
の
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

整
備
事
業
、
市
民
公
益
活
動
・

防
犯
活
動
拠
点
整
備
事
業
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
試
験

事
業
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に

よ
る
情
報
発
信
事
業
で
す
。
事

業
熟
度
や
緊
急
性
、
重
要
性
に

よ
っ
て
３
年
か
ら
５
年
で
整
備

を
行
い
ま
す
。

　
事
業
費
約
８
億
円
の
財
源
は

国
の
補
助
金
「
ま
ち
づ
く
り
交

付
金
」
を
考
え
て
お
り
、
平
成

20
年
度
は
国
に
都
市
再
生
整
備

計
画
の
提
出
と
ま
ち
づ
く
り
交

付
金
の
要
望
、
平
成
21
年
度
に

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
の
申
請
を

行
い
、
事
業
を
実
施
し
て
い
く

予
定
で
す
。

　
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

周
知
す
る
ほ
か
、
事
業
の
着
手

に
合
わ
せ
必
要
に
応
じ
て
事
業

説
明
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

学童保育室風景（写真は中丸東学童保育室）

　
現
在
の
学
童
保
育
室
の
保
育

時
間
終
了
は
午
後
６
時
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
実
際
に
は
午
後
６

時
の
迎
え
に
間
に
合
わ
な
い
場

合
も
あ
り
、
保
護
者
が
迎
え
に

来
る
ま
で
指
導
員
が
時
間
外
勤

務
で
対
応
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
を
利
用
し
て
い
る
事
例
が
直

近
で
月
30
人
い
る
こ
と
か
ら
現

行
の
午
後
６
時
ま
で
の
保
育
時

間
で
は
、
迎
え
が
で
き
な
い
場

合
も
あ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
ま

す
。
　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
学

童
保
育
の
保
育
時
間
の
延
長
は

必
要
と
考
え
、
運
営
を
委
託
し

て
い
る
北
本
市
学
童
保
育
連
絡

協
議
会
へ
保
育
時
間
の
延
長
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
よ

う
要
請
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
平
成
20
年

４
月
か
ら
保
育
終
了
時
間

を
午
後
６
時
30
分
ま
で
延

長
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
　
今
後
も
引
き
続
き
、
保

護
者
の
利
用
動
向
等
を
把

握
し
な
が
ら
、
午
後
７
時

ま
で
の
時
間
延
長
の
実
現

に
向
け
て
要
請
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

(５) きたもと議会だより

学
童
保
育
の

時

間

延

長



湯
澤
清
訓
（
共
産
党
）

・
格
差
拡
大
の
な
か
、
経
済
的
支

援
制
度
の
拡
充
を
求
め
て

・
教
職
員
の
方
々
の
働
く
環
境
の

改
善
を
求
め
て

・
遺
跡
発
掘
調
査
の
進
展
状
況
と

成
果
、
そ
し
て
今
後
の
活
用
計

画
黒
澤
健
一
（
平
成
会
）

・
前
議
会
で
採
択
さ
れ
た
請
願
処

　
理
の
経
過
報
告

・
公
共
施
設

・
圏
央
道
・
上
尾
道
路
暫
定
開
通

　
に
向
け
た
受
け
入
れ
態
勢
の
整

　
備

　
―
―
―
―
―
☆
―
―
―
―
―

石
戸
蒲
桜
の

｢
こ
ど
も
た
ち｣

中
国
産
冷
凍

餃

子

事

件

　
中
国
産
の
冷
凍
餃
子
が
原
因

と
疑
わ
れ
る
健
康
被
害
例
の
発

生
と
、
相
次
ぐ
類
似
事
例
の
報

告
に
よ
り
、
文
部
科
学
省
か
ら

こ
れ
ら
食
品
の
使
用
を
控
え
る

よ
う
通
知
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
で
は
直
ち
に
市

内
各
小
学
校
及
び
給
食
セ
ン
タ

ー
へ
連
絡
、
全
て
の
施
設
で
該

当
商
品
を
使
用
し
な
い
こ
と
を

確
認
し
、
ま
た
各
学
校
長
に
対

し
、
安
全
性
が
確
認
さ
れ
る
ま

で
使
用
を
控
え
る
よ
う
通
知
し

ま
し
た
。

　
使
用
す
る
食
材
に
つ
い
て
は

国
内
産
を
最
優
先
に
し
、
原
料

に
外
国
産
が
含
ま
れ
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
残
留
農
薬
不
検
出

証
明
書
を
提
出
す
る
よ
う
指
示

を
し
て
い
ま
す
。

　議会では、皆さんの生活に密着

した重要な問題を審議しています。

　身近な市政を知るためにも、議

会を傍聴してみませんか。

傍聴のご案内傍聴のご案内傍聴のご案内次
回
の
定
例
会
は
、

６
月

５
日(

木)

開
会
の
予
定
で
す
。

次
回
の
定
例
会
は
、

６
月

５
日(

木)

開
会
の
予
定
で
す
。

　
ク
ロ
ー
ン
に
よ
る
増
殖
の
研

究
が
、
昭
和
63
年
か
ら
開
始
さ

れ
、
平
成
４
年
に
は
増
殖
技
術

が
確
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後

平
成
10
年
策
定
の
北
本
市
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
推
進
計
画
に
基
づ

き
２
，
０
０
０
本
を
目
標
に
増

殖
を
進
め
、
市
民
の
方
々
、
市

内
の
公
共
施
設
、
企
業
な
ど
に

配
布
し
た
ほ
か
、
県
内
の
41
市

町
村
、
県
外
は
14
市
町
村
に
配

布
し
ま
し
た
。

　
平
成
16
年
２
月
に
石
戸
蒲
桜

の
由
来
と
な
っ
て
い
る
蒲
冠
者

と
呼
ば
れ
る
源
範
頼
の
ゆ
か
り

の
地
と
な
る
三
重
県
鈴
鹿
市
に

15
本
の
苗
木
を
配
布
し
ま
し

た
。
　
現
在
、
樹
高
や
幹
周
り
な
ど

が
大
き
く
成
長
し
て
お
り
、
見

事
な
花
を
咲
か
せ
、多
く
の
方
々

に
喜
ば
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、

大
木
に
成
長
し
た
際
に
は
ハ
イ

キ
ン
グ
コ
ー
ス
に
入
れ
て
い
き

た
い
と
の
う
れ
し
い
報
告
を
受

け
ま
し
た
。
ま
た
鈴
鹿
市
で
は

北
本
市
の
ク
ロ
ー
ン
に
よ
る
増

殖
事
例
を
参
考
に
、
三
重
県
の

天
然
記
念
物
で
あ
る
石
薬
師
寺

の
蒲
桜
の
増
殖
に
取
組
ん
で
い

る
と
の
こ
と
で
、
今
後
は
北
本

市
に
も
苗
木
を
送
り
た
い
と
の

こ
と
で
し
た
。

　
石
戸
蒲
桜
の
こ
ど
も
た
ち
は

新
天
地
で
北
本
市
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
に
大
い
に
貢
献
し
て
い

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

きたもと議会だより (６)

石戸蒲ザクラ

三重県鈴鹿市へ送られた後継樹



Ｑ．妊婦健診の拡大等に関連して、里帰り出産について

Ａ．妊婦健診の拡大等については、項目及び健診回数の拡大を図り、現状では医療機関の窓口で

妊婦が支払っていたものでも、受診券を持参すれば、受診券に記載されている委託項目について

は、支払いの負担は解消されます。また里帰り出産については、市に住民登録があれば県外の医

療機関においても県を通じて委託することにより、受診券で健診は受けられます。

Ｑ．図書館の開館時間の延長について

Ａ．開館時間の延長については、平成17

年７月より、木曜日と金曜日の17時か

ら19時まで２時間の時間延長を行って

きました。試行となった経緯については、

職員との話し合い、図書館協議会で検討

した結果、また、以前から市民の声など

により市民からの要望がありましたので

行ったものです。２時間の延長について

は、桶川市が19時まで、鴻巣市が19時

までと近隣の市の状況を踏まえて19時

となったものです。なお、17時から19

時までの利用状況については、その日の

約１割程度の利用となっています。18

時台が10人前後、最終的に19時までに

５人前後となっています。17時過ぎの

駅から文化センターまでの状況をみると、

駅付近は明るく人通りもありますが、文

化センター付近は真っ暗で、会社帰りの

人が図書館に寄るとは考えにくい状況で

す。また、鴻巣の図書館が以前20時ま

で行っていたものを19時にした経緯も

ありますので、費用対効果の面でも19

時くらいが良いのではないかと考えてい

ます。

　平成20年度から火曜日、水曜日につ

いても17時から19時まで２時間の時間

延長を行いますので、一人でも多くの方

に足を運んでいただき、気楽に活用でき

るような図書館作りを目指したいと考え

ています。

総務文教総務文教

Ｑ．北本市防犯のまちづくり推進条例

の制定に至った経緯について

Ａ．防犯活動で最も大切なことは、市

民の皆さんに常日頃から防犯意識をし

っかりと持っていただくことです。自

分の身や地域社会の安全は自分たちで

守っていくという、市民一人ひとりの

自覚と、市民間の協力のもときめ細か

な防犯活動を推進していくことが、犯

罪発生の大きな抑止力となります。

　現在、市内では88団体による防犯パ

トロールが実施されており、平成18年

に51件あった『ひったくり』が、平成

19年は21件と大きく減少させることが

できました。このような成果が現れつ

つあるなか、行政と市民そして事業者

等が一体となった総合的な防犯活動の

推進体制の整備並びにそれぞれの責務

を明確にし、犯罪を起こさせにくい北

本市を目指して本条例を制定すること

としたものです。

Ｑ．また、この条例により行政の中で

の防犯組織体制は変わるのか

Ａ．現在、地域づくり課が主に防犯行

政に取り組んでいますが、この条例に

基づき、保健福祉部や教育委員会等、

またこれらの部等にかかる各関係機関

や団体等とも連携を図りながら、全庁

的な体制づくりに努めてまいりたいと

考えています。

保健福祉保健福祉

まちづくりまちづくり

各常任委員会委員長報告(抜粋)(７)
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平成２０年度北本市一般会計予算

平成２０年度北本市後期高齢者医療特別会計予算

平成２０年度北本市老人保健特別会計予算

平成２０年度北本都市計画事業北本駅東口土地区画整理事業特別会計予算

平成２０年度北本都市計画事業久保特定土地区画整理事業特別会計予算

平成２０年度北本市公共下水道事業特別会計予算

平成２０年度北本市国民健康保険特別会計予算

平成２０年度北本市介護保険特別会計予算

平成２０年度埼玉県央広域公平委員会特別会計予算

北本市防犯のまちづくり推進条例の制定について

北本市国民健康保険条例の一部改正について

北本市国民健康保険税条例の一部改正について

北本市後期高齢者医療に関する条例の制定について

北本市市営住宅設置及び管理条例の一部改正について

平成１９年度北本市一般会計補正予算（第５号）

北本市議会委員会条例の一部を改正する条例

北本市議会政務調査費の交付に関する条例の一部を改正する条例

道路特定財源の確保に関する意見書

上尾道路早期整備に関する意見書

年金記録問題の早急な解決と最低保障年金制度導入を求める意見書

高齢者の医療費負担増と後期高齢者医療制度の全面見直しを求める意見書

「消えた年金」問題の早急な解決と最低保障年金制度の実現を求める
意見書の提出を求める請願
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